
8.1.8-1 

(895) 

8.1.8 人と自然との触れ合いの活動の場 

1. 主要な人と自然との触れ合いの活動の場 

(1)調査結果の概要 

①  人と自然との触れ合いの活動の場の状況 

a. 文献その他の資料調査 

(a) 調査地域 

第 8.1.8-1 図に示す、対象事業実施区域及びその周辺、並びに工事関係車両の主要

な走行ルート周辺の地域とした。 

(b) 調査方法 

調査地域における人と自然との触れ合いの活動の場を文献やインターネット等の資

料調査及び市役所等への聞き取り調査により抽出し、関係する情報の収集並びに当該

情報の整理及び解析を行った。 

(c) 調査期間 

入手可能な最新の資料を用いて実施した。 

(d) 調査結果 

調査地域における人と自然との触れ合いの活動の場として 13 地点を抽出した。抽

出した地点の位置及びその概要は、第 8.1.8-1 図及び第 8.1.8-1 表のとおりである。 
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(896) 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

第 8.1.8-1 図(1) 人と自然との触れ合いの活動の場の位置  



8.1.8-3 

(897) 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

第 8.1.8-1 図(2) 人と自然との触れ合いの活動の場の位置 



8.1.8-4 

(898) 

第 8.1.8-1 表(1) 人と自然との触れ合いの活動の場の概要 

番号 名 称 所在地 位 置 
想定される
主な活動 概 要 

1 

広域基幹林道 

平戸中央縦貫線 

～林道田代線 

平戸市

赤松町

～田代

町 

対象事業

実施区域

内及び隣

接地 

自然観賞 

・広域基幹林道平戸中央縦貫線は、長崎県により

平成 3 年に開通した広域基幹林道。 

・林道田代線は、広域基幹林道平戸中央縦貫線終

点から主要地方道 60 号（獅子津吉線）までの

林道。 

・両道は対象事業実施区域を縦断しており、広域

基幹林道平戸中央縦貫線については九州自然歩

道と重複している。 

2 

九州自然歩道 

（平戸島の潮風を

感じるみち） 

平戸市

前津吉

町～紐

差町 

対象事業

実施区域

内及び隣

接地 

散策、自

然観賞 

・九州自然歩道は、九州 7 県を一周し四季を通じ

て九州の豊かな自然と歴史・文化を巡ることが

できる歩道。一部区間は「西海国立公園」の歩

道としても整備されている。 

・対象事業実施区域内及びその周辺については、

九州自然歩道のうち、「平戸島の潮風を感じる

みち」コースが通っており、対象事業実施区域

内の区間は「1」の広域基幹林道平戸中央縦貫

線と重複している。 

3 慈眼桜 

平戸市

木ヶ津

町 

対象事業

実施区域

から約

2.9km 

花見 

・慈眼岳を望む丘に立ち、樹齢約 140 年と推定さ

れる樹形が美しい 1 本桜。 

・平戸市の文化財（天然記念物）に指定されてい

る。 

4 慈眼岳 
平戸市

赤松町 

対象事業

実施区域

隣接地 

自然観賞 ・対象事業実施区域の北側に位置する山岳。 

5 中津良川 

平戸市

下中津

良町～

上中津

良町 

対象事業

実施区域

から約

1.0km 

ホタル観

賞、自然

保護活動 

・若宮浦に注ぐ河川。5 月中旬から 6 月上旬頃に

かけ、ホタルの乱舞をみることができる。 

・近隣の中津良小学校では、本河川を学習のステ

ージとして、河川の浄化、ホタルロード（本河

川沿いの道路）の清掃活動等を行っている。ま

た、中津良川ホタル保存会が結成されており、

川掃除や草刈り、ホタル祭りを行っている。 

・ホタル祭りは、毎年 5 月下旬もしくは 6 月初旬

の夕方から上中津良公会堂を中心として本河川

一帯で開かれている。令和元年は 6 月 1 日

（土）18 時より開催され、ホタル観賞の他、

「ほたる米」や地元で採れた新鮮野菜の販売、

アトラクションとして地元保育園や小学生によ

る和太鼓演奏等の出し物、地域団体による詩

吟、尺八、コーラス等が披露された。 



8.1.8-5 

(899) 

第 8.1.8-1 表(2) 人と自然との触れ合いの活動の場の概要 

番号 名 称 所在地 位 置 
想定される
主な活動 概 要 

6 金立神社 

平戸市

前津吉

町 

対象事業

実施区域

から約

0.7km 

自然観

賞、散策 

・前津吉町の海岸部にあり、明治元年に創建され

た神社。その社叢（本殿や参道など神社の敷地

を囲む森林）は昭和 48 年に平戸市の天然記念

物に指定されている。 

・神社を覆う樹木にはホルトノキ、イスノキ、タ

ブノキ、スダジイなどが茂っている。なかには

モクセイ科の常緑高木で秋に小さな白い花を枝

にいくつも咲かせるシマモクセイ（別名ナタオ

レノキ）があるほか、イヌマキも幹周り 4m、

樹齢 400 年を超える巨木があり、エノキにも幹

周り 2m を上回るものがある等、貴重な社叢と

なっている。 

・普段は無人だが毎月 1 日に宮司がお祓いをし、

地元の方も 5～6 名参加する模様。 

7 
前津吉インフォ

メーション 

平戸市

前津吉

町 

対象事業

実施区域

から約

1.0km 

散策、観

光案内 

・前津吉漁港の前に建つ、フェリーの待合所兼観

光案内所。 

・九州自然歩道（平戸島の潮風を感じるみち）の

起点となっている。 

8 阿奈田ダム 

平戸市

大川原

町 

対象事業

実施区域

から約

1.3km 

自然観賞 

・中南部地区の慢性的な水不足解消を目的に、平

成 19 年 12 月着工、平成 21 年 12 月に完成した

水道専用のダム。 

・総貯水量 229,000m3。 

・ダムを一周する遊歩道があり、桜が植えられて

いる。散策道や観光施設としては特段紹介され

ていない。 

9 大川原の六地蔵 

平戸市

大川原

町 

対象事業

実施区域

から約

0.6km 

自然観賞 

・本体部分に天文 12 年（1542）の刻みがあり、

県内でも古い石造物の一つ。 

・平戸市の有形民俗文化財に指定されている。 

・六地蔵は道祖神としての性格を持ち合わせてい

るため、峠の入り口にあたる同地に設置された

ものと考えられている。 

・六地蔵の頭部は意識的に削り取られた様子がう

かがえ、これは明治期に起こった廃仏毀釈の影

響が推測される。他の地域ではこの混乱の中、

完全に破壊されたものも多かったようで、様々

な歴史に影響を受けながら現在まで残った当六

地蔵は貴重な地域を知る歴史資料といえる。 

  



8.1.8-6 

(900) 

第 8.1.8-1 表(3) 人と自然との触れ合いの活動の場の概要 

番号 名 称 所在地 位 置 
想定される
主な活動 概 要 

10 
平戸浜岳線歩道

（上段の野） 
小田町 

対象事業

実施区域

から約

2.9km 

散策、自

然観賞 

・「西海国立公園」の歩道として整備されてお

り、上段の野を含む道。 

・上段の野は、浜岳の南側に広がる平戸の代表的

草原の一つである。 

11 鯛の鼻自然公園 

平戸市

獅子

町、大

石脇町 

対象事業

実施区域

から約

6.4km 

散策、自

然観賞 

・平戸市内最高峰「安満岳」から南へ伸びた尾根

の突端一帯が鯛の鼻と呼ばれており、西海国立

公園の園地として展望台、広場、トイレ、駐車

場が整備されている。 

・主要な眺望方向は、西南方面。展望台からは、

隠れキリシタンの里といわれる根獅子や白砂の

美しい根獅子の浜を眼下に、生月や阿値賀島、

そして遠く五島列島の島々も望める。また、夕

陽のみえるスポットとしても知られている。 

・利用者は秋に多く、遠足でも利用されている模

様。 

12 白岩岳 
平戸市

津吉町 

対象事業

実施区域

内 

自然観賞 ・対象事業実施区域内に位置する山岳。 

13 

津吉町ふれあい

通り 

［催事］ 

平戸市

津吉町 

対象事業

実施区域

から約

0.6km 

催事 

・対象事業実施区域の西側、一般国道 383 号に並

行している津吉町商店街の通り。 

・毎年 5 月に行われる「津吉茶市」には多くの人

出で賑わい、平成 30 年は 3 日間で計約 5,000 人

の来訪があった。 

注：1. 表中番号は、第 8.1.8-1 図に対応している。 

 2. 位置のうち「対象事業実施区域隣接地」は対象事業実施区域から直線距離で概ね 500m 以内のものを示

す。対象事業実施区域から直線距離で概ね 500m 以上離れているものについては直線距離を記載した。 
 

平戸市 HP 

平戸観光協会 HP 

長崎県 HP 

長崎県観光連盟 HP 

九州観光推進機構 HP 

平戸・佐世保・西海観光イベント情報サイト 

林野庁 HP 

九州自然歩道ポータル 

環境省自然環境局総務課自然ふれあい推進室 HP 

（閲覧日：平成 25 年 8 月、平成 26 年 4 月及び令和元年 7 月）より作成   



8.1.8-7 

(901) 

 

 

 

②  主要な人と自然との触れ合いの活動の場の分布、利用環境及び利用の状況 

a. 主要な人と自然との触れ合いの活動の場の選定 

(a) 選定方法 

｢①人と自然との触れ合いの活動の場の状況｣で抽出した 13 地点の中から、第 8.1.8-

2 図のとおり、主要な人と自然との触れ合いの活動の場を選定した。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

 

第 8.1.8-2 図 主要な人と自然との触れ合いの活動の場の選定 

 

(b) 選定結果 

選定結果は、第8.1.8-2図及び第8.1.8-3図のとおりであり、「①人と自然との触れ合

いの活動の場の状況」で抽出した13地点の中から8地点を選定し、さらに現地調査に

より新たに確認された「田代町湧水地（水汲み場）」を加えた計9地点とした。 
 

*「広域基幹林道平戸中央縦貫線～林道田代線」と「九州自然歩道」は、併せて調査を実施。 

 

主要な人と自然との触れ合いの 

活動の場の選定 

 

 

 

対象事業実施区域及びその周辺、 

並びに工事関係車両の主要な走行ルート周辺の地域における 

人と自然との触れ合いの活動の場の抽出結果（13 地点） 

人と自然との触れ合いの 
活動の場の抽出 

 

 

主要な人と自然との触れ合いの 

活動の場の絞り込み 

 

現地調査 
結果より 
追加 

2. 九州自然歩道* 

（平戸島の潮風を感じるみち） 

3. 慈眼桜 

5. 前津吉インフォメーション 

8. 津吉町ふれあい通り[催事] 

 

1. 広域基幹林道 

平戸中央縦貫線* 

～林道田代線 

4. 慈眼岳 

7. 白岩岳 

9. 田代町湧水地 

（水汲み場） 

・不特定かつ多数の者が利用している可能性があること。 

・対象事業実施区域からおおむね視野角 1°もしくは工事関係車両
の主要な走行ルートからおおむね 500m の範囲内であること。 

・主要な人と自然との触れ合いの活動の場に係る環境影響を予測及
び評価するために適切かつ効果的な地点であること。 

6. 平戸浜岳線歩道 

（上段の野） 

 

抽出した人と自然との触れ合いの活動の場の概要把握 

普遍価値 

「より幅広い層、広範にわたり、多
くの人々に認められ、普及している
活動や、誰しも認める傑出した活動
がもつ価値」を留意して抽出。 

「その地域においてこそ可能となる
活動や、地域の人々にとってかけが
えのない活動がもつ価値」を留意し
て抽出。 

固有価値 



8.1.8-8 

(902) 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

 

第 8.1.8-3図(1) 主要な人と自然との触れ合いの活動の場の位置  



8.1.8-9 

(903) 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

 

 

 

第 8.1.8-3図(2) 主要な人と自然との触れ合いの活動の場の位置   



8.1.8-10 

(904) 

b. 文献その他の資料調査及び現地調査 

(a) 調査地点 

主要な人と自然との触れ合いの活動の場として選定した 9 地点とした（第 8.1.8-

3 図）。 

(b) 調査方法 

主要な人と自然との触れ合いの活動の場における利用環境及び利用の状況について、

文献その他の資料調査、現地調査及び市役所等への聞き取り調査により把握した。 

(c) 調査期間 

現地調査は平成 25 年 8 月 20 日（火）～21 日（水）に実施した他、景観の現地調

査時等、随時実施した。 

(d) 調査結果 

主要な人と自然との触れ合いの活動の場の利用環境及び利用の状況は、第 8.1.8-

2 表のとおりである。 



8.1.8-11 

(905) 

第 8.1.8-2 表(1) 主要な人と自然との触れ合いの活動の場の状況 

番号 調査地点 調査項目 調査結果 

1 

・ 

2 

広域基幹林道 

平戸中央縦貫線 

～林道田代線 

九州自然歩道 
（平戸島の潮風を感

じるみち） 

利用環境 

の状況 

・「広域基幹林道平戸中央縦貫線」と「九州自然歩道（平戸島の潮

風を感じるみち）」は、対象事業実施区域内の区間は重複してい

るため、林道田代線も含め、併せて調査を実施した。 

≪広域基幹林道平戸中央縦貫線≫ 

・周辺はかつて林道等の路網整備が遅れており、大型車両の導入

や効率的な森林施業が困難であったため、森林への到達時間短

縮、労働力や資材の効率的な移動等による林業労働の軽減及び

コスト低減を図り、森林整備を促進することを目的として、平

戸市草積地区と敷佐地区を連絡する線形で整備された林道。 

・開設延長 10,387m、車道幅員 4.0m、利用区域内森林面積

662ha。長崎県が整備、平戸市が管理している。 

≪林道田代線≫ 

・広域基幹林道平戸中央縦貫線終点（敷佐地区）から主要地方道

60 号（獅子津吉線）までをつなぐ林道。 

≪九州自然歩道（平戸島の潮風を感じるみち）≫ 

・九州 7 県にある国立公園 4 か所、国定公園 4 か所、県立自然公

園 30 か所を経由し、九州を一周する長距離自然歩道。一部区間

は「西海国立公園」の歩道と重複している。 

・対象事業実施区域内及びその周辺を通る「平戸島の潮風を感じ

るみち」については、観光案内所のある前津吉港を起点とし、

白亜の美しい紐差教会を終点とする 14.1km のコース。前津吉港

から、主要地方道 60 号（獅子津吉線）、一般国道 383 号、中通

り敷佐線を経て、広域基幹林道平戸中央縦貫線に重複してい

る。 

・「平戸島の潮風を感じるみち」コースの主な見どころは、前津吉

インフォメーション、平戸瀬戸を望む展望台、紐差教会となる

が、これらは対象事業実施区域外に位置している。 

≪対象事業実施区域内の共通事項≫ 

・九州自然歩道に指定されている区間はあるものの、対象事業実

施区域内の道は「効率的な林道施業のための道」として機能し

ていることから大型トラックも走行可能な車幅の舗装道で、歩

道はなく、路側帯のみ設けられている。 

・対象事業実施区域内の区間には、平成 25 年の現地調査時、3 か

所の展望所が設けられていた（北側の展望所①、中央の展望所

②、南側の展望所③とする。そのうち③は林道田代線に位置し

ている）。現地調査で確認したところ、①は北東方向が、②は東

方向が、③は東南方向が開けており、いずれも海方面が主要な

眺望方向であった。ただし、平成 29 年に現地を確認した際、①

は撤去され、更地となっていた。 

・展望所以外の箇所については、林道の名の通り、周辺は木が茂

っているため眺望はさほど望めない状況であった。ところどこ

ろ開けている箇所はあったものの、展望所からの主要な眺望方

向が東側（海方面）であったのに対し、走行中にみえるのは大

半が西側であり、東側（海方面）については斜面を見上げるよ

うな状況であった。 

・対象事業実施区域内の区間にトイレ等の設備はないが、各展望

所に駐車可能スペースが設けられていた。 



8.1.8-12 

(906) 

第 8.1.8-2 表(2) 主要な人と自然との触れ合いの活動の場の状況 

番号 調査地点 調査項目 調査結果 

1 

・ 

2 

広域基幹林道 

平戸中央縦貫線 

～林道田代線 

九州自然歩道 
（平戸島の潮風を感

じるみち） 

利用 

の状況 

・九州自然歩道の利用者数統計等は実施されていないが、聞き取

り調査によると、平戸市内を通るコースは 4 つあり、利用は主

に秋が多い。ただし対象事業実施区域内を通る「平戸島の潮風

を感じるみち」コースについては、歩道としての利用者は少な

く、時々グループで歩いている人をみかけるものの、その数は

わずかとのことであった。 

・「広域基幹林道平戸中央縦貫線」及び「林道田代線」についても

利用者数統計等は実施されていないが、林業従事者の利用があ

るものと推測された。 

・展望所の利用については、平成 25 年の現地調査時の聞き取りに

よると、通る観光客が少ないため①及び②はさほど利用されて

いない。主に利用されているのは、地元の利用があり集落に近

い③で、③については近隣の小学校や保育園の遠足にも利用さ

れているとのことであった。 

・平成 25 年の現地調査時には利用者は確認できなかったが、同年

の本事業に関する動植物調査の際には、初夏のドライブ途中と

みられる家族連れ 4 名が①の四阿においてお弁当を食べている

姿を確認。また同年 10 月の平日には、③より南側のヘアピンカ

ーブ近くの耕作地付近で、畑に来た所有者のものと思われる軽

トラックを 1 台確認した。その他、景観や動植物の現地調査時

等に随時確認したが、利用者の確認はできなかった。 

・イベント等について、特段情報は確認されなかった。 

※一部区間が利用されたことのある「ひらどツーデーウォーク」につ

いては、第 8.1.8-2 表(5)に記載。 

現
地
の
状
況 

  



8.1.8-13 

(907) 

第 8.1.8-2 表(3) 主要な人と自然との触れ合いの活動の場の状況 

番号 調査地点 調査結果 

1 

・ 

2 

広域基幹林道 

平戸中央縦貫線 

九州自然歩道 

（平戸島の潮風を感

じるみち） 

 

道の状況 

（中央の展望所②～広域基幹林道平戸中央

縦貫線の終点までの区間） 

 

道の状況 

（広域基幹林道平戸中央縦貫線の終点～ 

一般国道 383 号までの中通り敷佐線区間） 

 

北側の展望所①撤去跡 

※平成 29 年撮影 

 

 

北側の展望所①からの眺望 

（北東方向） 

※平成 29 年撮影 

 

中央の展望所② 

 

 

中央の展望所②からの眺望 

（東方向） 

 

南側の展望所③ 

 

 

南側の展望所③からの眺望 

（東南方向） 

  



8.1.8-14 

(908) 

第 8.1.8-2 表(4) 主要な人と自然との触れ合いの活動の場の状況 

番号 調査地点 調査項目 調査結果 

3 慈眼桜 利用環境 

の状況 

・木ヶ津カトリック教会付近の丘に位置する桜。樹勢が良く、ほ

ぼ左右対称形の美しくバランスのとれた枝ぶりで、平成 22 年に

は平戸市の天然記念物として指定され、平成 23 年には県の景観

資産として登録された。 

・樹齢約 140 年で高さ約 10m、幹回り約 3m、枝幅約 20m。 

・伊豆大島等に多いオオシマザクラに近い品種で、近くには明治

初期から付近を開拓したカトリック教徒らの集落があることか

ら、教徒らが開拓を記念して植樹したものではないかと考えら

れている。 

・遠景に慈眼岳を配し、春霞の中、緑をバックに綺麗に咲きほこ

る。桜の見ごろ時期には夜のライトアップが行われている。 

・現地調査で確認したところ、案内板が途中までしかなく、桜の

見ごろ時期以外はどこに位置しているのかわかりづらい状況で

あった。 

・トイレ等の設備は確認されなかった。駐車場は、桜の見ごろ時

期のみ周辺に臨時駐車場が用意される。 

利用 

の状況 

・利用者数統計等は実施されていないが、聞き取り調査による

と、桜の見ごろ時期には県内外から人が集まる。慈眼桜を近景

に、慈眼岳を遠景に配したアングルで写真を撮る利用者が多い

とのことであった。 

・現地調査時、利用者は確認できず、桜の見ごろ時期以外は訪れ

る人はほぼいないように見受けられた。 

・本地点を利用したイベント等について、特段情報は確認されな

かった。 

現
地
の
状
況 

慈眼桜開花時の様子 

※長崎県ホームページより引用 

慈眼桜開花時の様子（後方：慈眼岳） 

※平戸観光協会ホームページより引用 

 



8.1.8-15 

(909) 

第 8.1.8-2 表(5) 主要な人と自然との触れ合いの活動の場の状況 

番号 調査地点 調査項目 調査結果 

4 慈眼岳 利用環境 

の状況 

・標高 372m、対象事業実施区域の北側に位置する山岳。 

・平成 25 年の現地調査時の聞き取りによると、登山道は荒廃し、

かなり詳しい地元の人と一緒でなければ登ることは難しいとの

こと。 

・平成 25 年の現地調査時には、林道からの登山口はみつけること

ができなかった。1 か所、森林作業用の道は確認できたものの

ゲートは閉まっており、聞き取り調査によると、その道から山

頂へは上がれないとのことであった。 

利用 

の状況 

・利用者数統計等は実施されておらず、平成 25 年の現地調査時の

聞き取りによると、現在は登山道もなく、利用者はほとんどい

ないとのこと。現地調査時の他、景観や動植物の現地調査時等

の際にも、利用者を確認することはできなかった。 

・以前は平戸市立大川原小学校の遠足に利用されていたようだ

が、同校は平成 23 年 3 月に閉校。平成 23 年 3 月のお別れ遠足

では、児童達が藪をかき分けながら山頂まで上った模様。 

・平成 25 年に開催された「ひらどツーデーウォーク 2013」で、

本地点を通る「慈眼岳コース」が初めて選定されたが、平成 26

年開催の「ひらどツーデーウォーク 2014」以降は選定されてい

ない。なお、慈眼桜の後方に位置しており、麓の集落からは

「眺望の対象」として親しまれている模様。 

≪ひらどツーデーウォーク≫ 

・古き時代から海外貿易、文化交流の拠点として栄え、今も異国

情緒漂う城下町平戸において、異国の文化の織り成す風景や海

から漂う潮風の香りを感じながらゆったりと歩むことで平戸の

再発見ができるウォークイベント。平戸市教育委員会生涯学習

課により 2 日間にわたって開催されている（有料）。 

・平成 25 年は、9 月 21 日（土）に平戸文化センターを主会場と

して、22 日（日）に生月町開発総合センターを主会場として、

第 7 回目が催された。レギュラーコースには 7・13・20・30km

のコースが、親子ウォークには 3km のコースが、その他エコ・

トレッキング（ガイド付き）として 8 コース用意され、エコ・

トレッキングコースの一つに「慈眼岳コース」が加えられ、定

員 25 名で実施された。 

・平成 26 年以降は、本地点を利用するコースは選定されていな

い。 

現
地
の
状
況 

森林作業用の道（ゲートは閉まっている状況） 後方：慈眼岳 手前：慈眼桜 



8.1.8-16 

(910) 

第 8.1.8-2 表(6) 主要な人と自然との触れ合いの活動の場の状況 

番号 調査地点 調査項目 調査結果 

5 前津吉インフォメ

ーション 

利用環境 

の状況 

・平成 12 年 4 月開設に開設されたフェリー（コバルト 21）の待合

所兼観光案内所。 

・フェリーは定員 80 名で、現在、前津吉～佐世保間を 1 日 4 往復

している（うち 1 往復は前津吉～相浦間）が、平戸大橋が開通

した昭和 52 年以降は利用者が激減しており、現在は補助金で運

営されているとのこと。 

・九州自然歩道（平戸島の潮風を感じるみち）の起点にもなって

おり、平戸市や九州自然歩道の案内板が設置されている。 

≪周辺エリア≫ 

・近くの前津吉港や坊山鼻は釣りスポットの一つ。前津吉港では

堤防釣りが、坊山鼻では磯釣りが楽しめ、主にチヌ（クロダ

イ）が釣れる。ただし聞き取り調査によると、平戸市南部地区

で有名な釣りスポットは宮の浦で、本地点周辺の釣り場はさほ

ど知られていないとのことであった。 

・坊山鼻から南に向かっては海岸が広がっているが、海岸の固有

名詞は特段ないようで、地図等にも海岸名の記載はない。現地

調査で確認したところ、砂浜ではないため、海水浴には向かな

い海岸と見受けられた。 

利用 

の状況 

・平戸市地域公共交通網形成計画（平成 31 年 3 月）及び聞き取り

調査によると、フェリーの年間利用者数（10 月～9 月の利用者

数）は、平成 28 年度が 5,290 名、平成 29 年度が 5,343 名、平成

30 年度が 5,075 名。利用者は 10 年前に比べると半減しており、

1 便当たりの乗客数も少なくなっている。 

・現地調査時、前津吉インフォメーションや近くの前津吉港、海

岸部では利用者をみかけなかったが、坊山鼻の突端で釣り人を

確認。周辺エリアの釣り利用については、利用者数統計等はな

いが、主に地元の方に利用されているとのこと。また、坊山鼻

から南に続く海岸部については、津吉小学校の遠足で利用され

ているとのことであった。 

・本地点やフェリーを利用したイベント等について、特段情報は

確認されなかった。 

現
地
の
状
況 

前津吉インフォメーション 

 

坊山鼻（利用者あり） 南川原の海岸 



8.1.8-17 

(911) 

第 8.1.8-2 表(7) 主要な人と自然との触れ合いの活動の場の状況 

番号 調査地点 調査項目 調査結果 

6 平戸浜岳線歩道 

（上段の野） 

利用環境 

の状況 

・標高 234m の浜岳を探勝する道で、西海国立公園の歩道として

整備されている遊歩道。 

・その見どころの一つである上段の野は、浜岳の南側に広がる小

田町のシンボルとも言える草原。 

・毎年2月に野焼きが実施される等、地元で大切に保存活動が進め

られており、野焼きを終えた草原には四季を彩る多くの植物が

花を咲かせる。秋にはワレモコウの濃紅色の花が楽しめる。 

・上段の野の頂上（標高 190m）展望台からは志々伎湾、志々伎

山、上五島や北九十九島の島々等の雄大な景色が望める。 

・上段の野の登山口付近には東屋、トイレ、駐車可能なスペース

がある。 

利用 

の状況 

・利用者数統計等は確認できなかったが、聞き取り調査による

と、利用者は主に秋に多いとのこと。 

・現地調査時、利用者や駐車中の車は確認できなかった。 

・本地点を利用したイベントについては、様々なトレッキングイ

ベントが催されている。 

≪上段の野とワレモコウのツアー≫ 

・10 月下旬に平戸観光協会による平戸花のエコ・トレッキングと

して催されるイベント。 

・志々伎の漁港公園をスタート地点とし、草原に咲き誇るワレモ

コウをはじめ美しい花々が咲き乱れる中を上段の野の頂上まで

登り、志々伎の漁港公園へと戻る約 6km のコースが楽しめる。 

≪上段の野（平戸浜岳線歩道）でのトレッキング≫ 

・平戸市南部公民館主催で、公民館の専門員が案内して半日程歩

くイベント。 

・地元の人を対象に公民館便りで募集をかけており、各回 10～20

名程の参加がある。 

現
地
の
状
況 

登山口付近の様子 

（左奥：浜岳、右手前：トイレ） 

登山口付近の東屋からの眺望 

 



8.1.8-18 

(912) 

第 8.1.8-2 表(8) 主要な人と自然との触れ合いの活動の場の状況 

番号 調査地点 調査項目 調査結果 

7 白岩岳 利用環境 

の状況 

・標高 273m、対象事業実施区域内に位置する山岳。 

・平成 25 年の現地調査時の聞き取りによると、登山道は荒廃し、

存在しないとのこと。 

・平成 25 年の現地調査時には、林道からの登山口は確認できなか

った。 

利用 

の状況 

・平成 25 年の現地調査時の聞き取りによると、登山道はなく、登

山者もほぼ皆無とのこと。現地調査時の他、景観や動植物の現

地調査時等の際にも、利用者を確認することはできなかった。 

・平成 25 年の時点では本地点を利用したイベント等について、特

段情報は確認されていなかった。平成 28 年及び平成 29 年に開

催された「ひらどツーデーウォーク」では、本地点を通る「白

岩岳コース」がエコ・トレッキングコースとして選定された

が、平成 30 年以降の「ひらどツーデーウォーク」においては選

定されていない。 

≪ひらどツーデーウォーク≫ 

・「ひらどツーデーウォーク」については、第 8.1.8-2 表(5)参照。 

・平成 28 年は 10 月 8 日（土）及び 9 日（日）に、平成 29 年は

10 月 7 日（土）及び 8 日（日）に開催された。それぞれレギュ

ラーコースの他、ガイド付きのエコ・トレッキングコースが用

意され、エコ・トレッキングコースの一つに「白岩岳コース」

が加えられており、定員 20 名が募集された。 

・平成 30 年以降については、本地点を利用するコースは選定され

ていない。 

 

 

第 8.1.8-2 表(9) 主要な人と自然との触れ合いの活動の場の状況 

番

号 
調査地点 調査項目 調査結果 

8 津吉町ふれあい 

通り 

［催事］ 

催事 

の状況 

・本地点は、一般国道 383 号から脇道を入った津吉町商店街の通

りに該当している。 

・本通りで毎年開かれる「津吉茶市」は、平戸市南部地区におけ

る大きなイベントの一つである。 

≪津吉茶市≫ 

・昭和 28 年から続く茶市で、約 500m 続く津吉町商店街に九州各

地から約 100 店もの露天商らが集まり、新茶の販売に加え、特

産品の販売、イベント等が行われる。 

・津吉青年商工会主催。 

・毎年 5 月下旬の金曜日～日曜日に開かれており、街コン、ミュ

ージックフェスタ、カラオケ大会、グランドゴルフ大会、お楽

しみ抽選会等で賑わい、多くの人出がみられる。 

・平成 30 年は第 64 回目の市が 5 月 25 日（金）～27 日（日）に

開催されて 3 日間で計約 5,000 人の来訪がみられ、令和元年に

は 5 月 24 日（金）～26 日（日）に開催された。 

  



8.1.8-19 

(913) 

第 8.1.8-2 表(10) 主要な人と自然との触れ合いの活動の場の状況 

番

号 
調査地点 調査項目 調査結果 

9 田代町湧水地 

（水汲み場） 

利用環境 

の状況 

・聞き取り調査の結果、田代町の対象事業実施区域内には、地

元の方々を中心に利用されている湧水地（水汲み場）がある

ことが確認された。管理は地元住民によって行われていると

のこと。 

・現地調査を実施したところ、津吉小学校の北、津吉から林道

田代線を少し上ったところに位置しており、石垣の間から湧

水が流れていた。 

・道路幅員が 3m 程でカーブがきつい箇所のため、利用者が路肩

に路上駐車した場合、他の車は普通乗用車でギリギリ通れる

程度の状況と見受けられた。なお、現地調査時は、湧水地の

すぐ上の林道部で崖崩れの復旧工事が行われていた。 

≪その他の湧水地（大川原町）≫ 

・聞き取り調査より、大川原町にも湧水地があるとのこと。現

地調査を実施したところ、対象事業実施区域からは離隔のあ

る、主要地方道 60 号沿いに、コンクリート壁の間から湧水が

流れている様子が確認された。 

・田代町とは異なり、道路幅が広く、利用者が路上駐車しても

その横を大型車でも通り抜けられる状況と見受けられた。 

利用 

の状況 

・聞き取り調査によると、利用者数統計等は実施されていない

が、地元だけではなく平戸市南部の各地から水汲みに訪れる

人がみられるとのこと。 

・対象事業実施区域内の田代町については、現地調査時、利用

者は確認できず、本事業に関する動植物の現地調査の際も利

用者を確認することはできなかった。 

≪その他の湧水地（大川原町）≫ 

・田代町とは異なり、現地調査時、地元の女性 3 名が立て続け

に水汲みに来訪。その間、車は路肩に路上駐車している状況

であった。 

現
地
の
状
況 

田代町湧水地の様子 利用者（大川原町にて） 

  



8.1.8-20 

(914) 

(2)予測及び評価の結果 

第 8.1.8-2 表に示した調査結果を踏まえ、主要な人と自然との触れ合いの活動の場に対

する環境影響要因を第 8.1.8-3 表のように整理し、影響が生じる可能性のある地点を予測

及び評価の対象とした。 

 

第 8.1.8-3 表 主要な人と自然との触れ合いの活動の場に対する環境影響要因 

番

号 
調査地点 

環境影響要因 

工事の実施 
土地又は工作物の 

存在及び供用 

工事用資材等 

の搬出入 

地形改変 

及び施設の存在 

1 
広域基幹林道平戸中央縦貫線 

～林道田代線 
○ ○ 

2 
九州自然歩道 

（平戸島の潮風を感じるみち） 
○ ○ 

3 慈眼桜 ― ○ 

4 慈眼岳 ○ ○ 

5 前津吉インフォメーション ○ ― 

6 
平戸浜岳線歩道 

（上段の野） 
― ○ 

7 白岩岳 ○ ○ 

8 
津吉町ふれあい通り 

［催事］ 
○ ― 

9 
田代町湧水地 

（水汲み場） 
○ ○ 

注：1. 表中番号は、第 8.1.8-3 図に対応している。 

2. 「○」は影響が生じる可能性があるため、予測及び評価の対象とすることを示す。    



8.1.8-21 
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① 工事の実施 

a. 工事用資材等の搬出入 

(a) 環境保全措置 

工事用資材等の搬出入に伴う主要な人と自然との触れ合いの活動の場への影響を低

減するため、以下の環境保全措置を講じる。 

・工事関係者の通勤においては、乗り合いの促進により、工事関係車両台数の低減

を図る。 

・工事工程の調整等により工事関係車両台数を平準化し、建設工事のピーク時の台

数低減を図る。 

・周辺道路の交通量を勘案し、可能な限りピーク時を避けるよう調整する。 

・工事に伴い発生した残土は、構内敷均、ヤード部の盛土等に使用することで、残

土の搬出を抑制し、工事関係車両台数の低減を図る。 

・工事のお知らせについては現地に看板を設置し、周知すると共に、対象事業実施

区域の周辺については必要に応じて誘導員を配置し注意喚起に努める。また、人

と自然との触れ合いの場の付近を走行する際や利用者をみかけた際には、減速す

るよう工事関係者に周知する。 

・「津吉茶市」が催される日については、工事関係車両の走行をできる限り控え、

影響が低減するよう配慮する。また、工事関係車両の主要な走行ルート周辺の主

要な人と自然との触れ合いの活動の場において開催されるイベントについて、関

係機関等に随時確認し、工事日にアクセスが集中する可能性のあるイベントが開

催される場合には、開催日の工事関係車両の走行を可能な限り控える等、配慮す

る。 

・定期的に会議等を行い、工事関係者に環境保全措置の内容について、周知徹底す

る。 

(b) 予 測 

ｱ. 予測地域 

工事関係車両の主要な走行ルート周辺の地域とした。 

ｲ. 予測地点 

主要な人と自然との触れ合いの活動の場の状況やアクセスルート等を勘案し、

第 8.1.8-3 表に示した 7 地点とした。 

ｳ. 予測対象時期 

工事計画に基づき、工事関係車両の交通量が最大となる時期とした。 

ｴ. 予測手法 

環境保全のために講じようとする措置を踏まえ、工事用資材等の搬出入に伴う

主要な人と自然との触れ合いの活動の場へのアクセスルートにおける交通量の変

化を予測し、利用特性への影響を予測した。 

ｵ. 予測の結果 

予測の結果は、第 8.1.8-4 表のとおりである。 



8.1.8-22 
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第 8.1.8-4 表(1) 主要な人と自然との触れ合いの活動の場への影響の予測結果 

（工事用資材等の搬出入） 
番

号 
予測地点 予測結果 

1 

広域基幹林道 

平戸中央縦貫線 

～林道田代線 

本線は、一部区間が対象事業実施区域内を通っており、かつ工事関係

車両の主要な走行ルート及び工事関係車両の走行ルートと重複する。ま

た、林業従事者の利用が主であり現況の交通量は少ないと考えられるこ

とから、工事期間中、交通量は相応の増加率が見込まれると予測する。 

しかし、工事関係車両の台数低減を図る環境保全措置を講じること

で、工事期間中に工事関係車両の走行台数が最大となる日でも 143 台/11

時間程であること、本線の利用目的は森林管理が主であり、アクセスの

集中するおそれはないこと、人と自然との触れ合いの場の付近を走行す

る際や利用者をみかけた際には減速する等の環境保全措置を講じている

ことから、本線の利用及びアクセスは阻害されないと予測する。 

2 

九州自然歩道 

（平戸島の潮風を感じ

るみち） 

本歩道は、一部区間が対象事業実施区域内を通っており、かつ工事関

係車両の主要な走行ルート及び工事関係車両の走行ルートと重複する。 

対象事業実施区域内の広域基幹林道平戸中央縦貫線と重複している区

間及び中通り敷佐線については、現況の交通量は少ないと考えられるこ

とから、工事期間中、交通量は相応の増加率が見込まれると予測する。 

しかし、一般国道 383 号については 2,986 台/12 時間程の、主要地方道

60 号については 1,301 台/12 時間程の交通量がある一方、工事関係車両の

走行台数低減を図る環境保全措置を講じたことにより本事業による工事

関係車両の交通量は最大となる日で 143 台/11 時間程であるため、工事期

間中、付近の一般国道 383 号の交通量は最大で約 1.05 倍、主要地方道 60

号の交通量は最大で約 1.12 倍と予測する。 

また、本歩道にアクセス集中のおそれはないこと、人と自然との触れ

合いの場の付近を走行する際や利用者をみかけた際には減速する等の環

境保全措置を講じていることから、本歩道の利用及びアクセスは阻害さ

れないと予測する。 

4 慈眼岳 

本地点の登山口に接する広域基幹林道平戸中央縦貫線は、工事関係車

両の主要な走行ルートとして使用されること、現況の交通量は少ないと

考えられることから、工事期間中、交通量は相応の増加率が見込まれる

と予測する。 

しかし、本地点に利用の集中はみられないこと、工事関係車両の台数

低減を図る環境保全措置を講じることで、工事期間中に工事関係車両の

走行台数が最大となる日でも 143 台/11 時間程であること、人と自然との

触れ合いの場の付近を走行する際や利用者をみかけた際には減速する等

の環境保全措置を講じていることから、本地点の利用及びアクセスは阻

害されないと予測する。 

注：1．表中番号は、第 8.1.8-3 図に対応している。 

  2．交通量については、「平成 27 年度全国道路・街路交通情勢調査（道路交通センサス）」（国土交 

通省 HP、閲覧：令和元年 7 月）より作成。 
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第 8.1.8-4 表(2) 主要な人と自然との触れ合いの活動の場への影響の予測結果 

（工事用資材等の搬出入） 
番

号 
予測地点 予測結果 

5 
前津吉インフォメー

ション 

本地点に接する道路は、工事関係車両の主要な走行ルートではないも

のの、本地点へのアクセスルートとして利用される可能性の高い一般国

道 383 号及び主要地方道 60 号が、工事関係車両の主要な走行ルート及び

工事関係車両の走行ルートとして利用される。 

一般国道 383 号は 2,986 台/12 時間程の、主要地方道 60 号は 1,301 台

/12 時間程の交通量がある一方、工事関係車両の走行台数低減を図る環境

保全措置を講じたことにより本事業による工事関係車両の交通量は最大

となる日で 143 台/11 時間程である。よって工事期間中、付近の一般国道

383 号の交通量は最大で約 1.05 倍、主要地方道 60 号の交通量は最大で約

1.12 倍になると予測する。 

なお、本地点に利用が集中するおそれはないこと、工事日にアクセス

が集中する可能性のあるイベントが周辺で開催される場合には、開催日

の工事関係車両の走行を可能な限り控える等配慮することから、本地点

へのアクセスは阻害されないと予測する。 

7 白岩岳 

本地点に風力発電機が設置されることから、工事期間中、周辺には工

事関係車両が走行する。 

よって工事期間中は安全確保のため周辺を立入禁止とし、本地点は利

用できない状況となるが、本地点の利用はほぼ見られないこと、現地看

板を通じて工事のお知らせをする等、工事について周知すると共に、必

要に応じて誘導員を配置し注意喚起に努める等の環境保全措置を講じ、

本山が利用可能となる時期を案内することから、本地点の利用及びアク

セスへの影響は限定的であると予測する。 

8 
津吉町ふれあい通り 

［催事］ 

本地点は、工事関係車両の主要な走行ルートとして利用される一般国

道 383 号から脇道を入ったところに位置している。 

一般国道 383 号は 2,986 台/12 時間程の交通量がある一方、工事関係車

両の走行台数低減を図る環境保全措置を講じたことにより本事業による

工事関係車両の交通量は最大となる日で 143 台/11 時間程である。よって

工事期間中、付近の一般国道 383 号の交通量は最大で約 1.05 倍になると

予測する。 

なお、「津吉茶市」が催される日は、工事関係車両の走行をできる限り

控える等の環境保全措置を講じていることから、本地点の利用及びアク

セスは阻害されないと予測する。 

9 
田代町湧水地 

（水汲み場） 

本地点は、工事関係車両の走行ルートとして利用される林道田代線沿

いに位置しており、現況の交通量は少ないと考えられることから、工事

期間中、交通量は相応の増加率が見込まれると予測する。 

しかし、工事関係車両の台数低減を図る環境保全措置を講じること

で、工事期間中に工事関係車両の走行台数が最大となる日でも 143 台/11

時間程であること、本地点にアクセスの集中するおそれはないこと、人

と自然との触れ合いの場の付近を走行する際や利用者をみかけた際には

減速する等の環境保全措置を講じていることから、本地点の利用及びア

クセスは阻害されないと予測する。 

注：1．表中番号は、第 8.1.8-3 図に対応している。 

  2．交通量については、「平成 27 年度全国道路・街路交通情勢調査（道路交通センサス）」（国土交

通省 HP、閲覧：令和元年 7 月）より作成。  



8.1.8-24 
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(c) 評価の結果 

ｱ. 環境影響の回避、低減に係る評価 

工事用資材等の搬出入に伴う主要な人と自然との触れ合いの活動の場への影響

を低減するための環境保全措置は、以下のとおりである。 

・工事関係者の通勤においては、乗り合いの促進により、工事関係車両台数の低

減を図る。 

・工事工程の調整等により工事関係車両台数を平準化し、建設工事のピーク時の

台数低減を図る。 

・周辺道路の交通量を勘案し、可能な限りピーク時を避けるよう調整する。 

・工事に伴い発生した残土は、構内敷均、ヤード部の盛土等に使用することで、

残土の搬出を抑制し、工事関係車両台数の低減を図る。 

・工事のお知らせについては現地に看板を設置し、周知すると共に、対象事業実

施区域の周辺については必要に応じて誘導員を配置し注意喚起に努める。また、

人と自然との触れ合いの場の付近を走行する際や利用者をみかけた際には、減

速するよう工事関係者に周知する。 

・「津吉茶市」が催される日については、工事関係車両の走行をできる限り控え、

影響が低減するよう配慮する。また、工事関係車両の主要な走行ルート周辺の

主要な人と自然との触れ合いの活動の場において開催されるイベントについて、

関係機関等に随時確認し、工事日にアクセスが集中する可能性のあるイベント

が開催される場合には、開催日の工事関係車両の走行を可能な限り控える等、

配慮する。 

・定期的に会議等を行い、工事関係者に環境保全措置の内容について、周知徹底

する。 

これらの措置を講じることにより、工事用資材等の搬出入に伴う主要な人と自

然との触れ合いの活動の場への影響は、実行可能な範囲内で低減が図られている

ものと評価する。 
  



8.1.8-25 
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② 土地又は工作物の存在及び供用 

a. 地形改変及び施設の存在 

(a) 環境保全措置 

地形改変及び施設の存在に伴う主要な人と自然との触れ合いの活動の場への影響を

低減するため、以下の環境保全措置を講じる。 

・主要な人と自然との触れ合いの活動の場の機能を損なわないよう、風力発電機は

主要な人と自然との触れ合いの活動の場として機能している地点から可能な限り

離隔をとる計画とする。 

・地形や既存道路等を十分考慮し、改変面積を最小限にとどめる。 

・風力発電機の色彩については、周辺環境との調和を図り、灰白色の塗装とする。

また、送電線は、風力発電機間から連系施設までは道路内に地下埋設する計画と

する。 

(b) 予 測 

ｱ. 予測地域 

対象事業実施区域及びその周辺の地域とした。 

ｲ. 予測地点 

主要な人と自然との触れ合いの活動の場の状況等を勘案し、第 8.1.8-3 表に示し

た 7 地点とした。 

ｳ. 予測対象時期 

全ての風力発電施設等が完成した時期とした。 

ｴ. 予測手法 

環境保全のために講じようとする措置を踏まえ、主要な人と自然との触れ合い

の活動の場について、分布及び利用環境の改変の程度を把握した上で、利用特性

への影響を予測した。 

ｵ. 予測の結果 

予測の結果は、第 8.1.8-5 表のとおりである。 
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第 8.1.8-5 表(1) 主要な人と自然との触れ合いの活動の場への影響の予測結果 

（地形改変及び施設の存在） 
番

号 
予測地点 予測結果 

1 

広域基幹林道 

平戸中央縦貫線 

～林道田代線 

本線周辺に風力発電機が設置される。 

しかし、事業の実施に伴う土地の改変は必要最小限にとどめているこ

と、風力発電機は主要な人と自然との触れ合いの活動の場として機能し

ている地点から可能な限り離隔をとるとの環境保全措置を講じ、展望所

から離隔のある配置としたことから、本線の主要な人と自然との触れ合

いの活動の場としての機能は現況から損なわれないと予測する。 

2 

九州自然歩道 

（平戸島の潮風を感じ

るみち） 

本歩道周辺に風力発電機が設置される。 

しかし、本歩道のうち対象事業実施区域内の区間については広域基幹

林道平戸中央縦貫線と重複し、路側帯のみ設けられている車道であるこ

と、風力発電機は主要な人と自然との触れ合いの活動の場として機能し

ている地点から可能な限り離隔をとるとの環境保全措置を講じ、風力発

電機は展望所から離隔のある配置としたこと、送電線は風力発電機間か

ら連系施設までは道路内に地下埋設する計画としたことから、本歩道の

主要な人と自然との触れ合いの活動の場としての機能は現況から損なわ

れないと予測する。 

3 慈眼桜 

本地点に直接的な改変は及ばない。 

また、風力発電機は主要な人と自然との触れ合いの活動の場として機

能している地点から可能な限り離隔をとるとの環境保全措置を講じ、直

線で約 3.0km の離隔があること、風力発電機のレイアウトは「慈眼岳」

山頂近くの稜線には干渉しないことから、本地点の主要な人と自然との

触れ合いの活動の場としての機能は現況から損なわれないと予測する。 

4 慈眼岳 

本地点に直接的な改変は及ばない。 

また、風力発電機は主要な人と自然との触れ合いの活動の場として機

能している地点から可能な限り離隔をとるとの環境保全措置を講じ、直

線で約 0.7km の離隔をとったこと、供用後も自由に利用することができ

かつ利用動線を分断することはないことから、本地点の主要な人と自然

との触れ合いの活動の場としての機能は現況から損なわれないと予測す

る。 

注：表中番号は、第 8.1.8-3 図に対応している。 

  



8.1.8-27 
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第 8.1.8-5 表(2) 主要な人と自然との触れ合いの活動の場への影響の予測結果 

（地形改変及び施設の存在） 
番

号 
予測地点 予測結果 

6 
平戸浜岳線歩道 

（上段の野） 

本地点に直接的な改変は及ばない。 

また、風力発電機は主要な人と自然との触れ合いの活動の場として機

能している地点から可能な限り離隔をとるとの環境保全措置を講じ、直

線で 4km 以上の距離があること、景観の変化は見込まれるが、変化は

「8.1.7 景観」のとおりであり低減が図られていることから、本地点の主

要な人と自然との触れ合いの活動の場としての機能は現況から損なわれ

ないと予測する。 

7 白岩岳 

本地点に風力発電機が設置される。 

しかし、現況では主要な人と自然との触れ合いの活動の場としてはほ

ぼ機能していないこと、事業の実施に伴う土地の改変は必要最小限にと

どめること、供用後も自由に利用することができかつ利用動線を分断す

ることはないことから、現況とは異なり風力発電機を擁する山岳になる

もののアクセスが容易になると予測する。 

9 
田代町湧水地 

（水汲み場） 

本地点に直接的な改変は及ばない。 

また、風力発電機は主要な人と自然との触れ合いの活動の場として機

能している地点から可能な限り離隔をとるとの環境保全措置を講じ、直

線で約 0.7km の離隔があること、本地点の主な利用は水汲みであること

から、本地点の主要な人と自然との触れ合いの活動の場としての機能は

現況から損なわれないと予測する。 

注：表中番号は、第 8.1.8-3 図に対応している。 

 

(c) 評価の結果 

ｱ. 環境影響の回避、低減に係る評価 

地形改変及び施設の存在に伴う主要な人と自然との触れ合いの活動の場への影響

を低減するための環境保全措置は以下のとおりである。 

・主要な人と自然との触れ合いの活動の場の機能を損なわないよう、風力発電機

は主要な人と自然との触れ合いの活動の場として機能している地点から可能な

限り離隔をとる計画とする。 

・地形や既存道路等を十分考慮し、改変面積を最小限にとどめる。 

・風力発電機の色彩については、周辺環境との調和を図り、灰白色の塗装とする。

また、送電線は、風力発電機間から連系施設までは道路内に地下埋設する計画

とする。 

これらの措置を講じることにより、地形改変及び施設の存在に伴う主要な人と自

然との触れ合いの活動の場への影響は、実行可能な範囲内で低減が図られているも

のと評価する。 
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